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病 院 概 要

１．概　要
○所　在　地 大阪府枚方市宮之阪 3丁目 16 番 21 号

○開設年月日 大正 15 年 4 月 15 日

○診　療　科 精神科・児童思春期精神科・歯科（入院患者のみ）

○許 可 病 床 精神病床　473 床（稼働病床数 473 床）

２．敷地面積 76 683

３．建物面積 （平成 31 年 3 月 31 日現在）

○建　面　積 

○延　面　積 

名　称 構　造 建面積 延面積

本　　 館　　 棟 鉄筋コンクリート　３階 3,442.94㎡ 8,234.02㎡

成　　 人　　 棟 　　　　〃　　　　４階 3,581.60 13,397.32

児 童 思 春 期 棟 　　　　〃　　　　３階 2,285.16 3,130.39

医 療 観 察 棟 　　　　〃　　　　２階 2,099.71 2,539.64

体 育 館 棟 　　　　〃　　　　３階 691.35 1,379.61

小　　計 12,100.76 28,680.98

支 援 学 校 棟 鉄筋コンクリート　２階 287.85 246.65

ストリートギャラリー 　　　　〃　　　　１階 265.87 257.48

サ ー ビ ス ヤ ー ド 鉄　 　骨　 　造　１階 274.38 274.38

屋 外 通 路 〃 848.18 52.50

そ の 他 附 属 建 物 ポンプ室他 1,094.80 1,083.65

小　　計 2,771.08 1,914.66

合　　計 14,871.84 30,595.64
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４．病院地図

（参　考）
　再編整備事業
⑴　目　的

　・療養環境を改善する

　・公的医療機関としての役割を果たす

　・経営を効率化する

⑵　事業手法

　・PFI手法の活用

　・民間のノウハウを活用した効率的・効果的な施設整備・維持管理

　⑶　スケジュール

　　平成25年 2 月　　　新病院 1期工事完了　一部引き渡し　維持管理・運営業務開始

　　平成25年12月　　　新病院全引き渡し完了

　　平成40年 3 月末　　PFI 事業の終了
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５．建物配置図
（平成 31 年 3 月 31 日現在）
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６．大阪精神医療センター　各病棟の機能
 平成 31 年 3 月 31 日現在

病　棟

病床数
病棟形態 
 

（患者性別）
病棟の機能 /特記事項等

（下線部は施設基準）

保護室
個室
2床室
4床室

東１病棟

40

閉鎖 
（男・女）

【緊急救急病棟】　緊急・救急の患者の受入
14 精神科救急入院料 

３ヵ月以内の在宅復帰率が６割以上、かつ任意以外の入院割合が６割以上必要 
保護室確保義務（毎晩１床）有り

8
1
4

東２病棟

50

閉鎖 
（男・女）

【高度ケア病棟】　退院後３カ月を超えない患者の受入
9
7

高度治療（m-ECTやクロザリル）を受ける患者の受入（⇒要保護室対応）3
7

東３病棟

50

閉鎖 
（男・女）

【総合治療病棟】　高齢の患者、感染症患者の受入
5
5

陰圧室（感染症対応）が５床（保護室２床、個室３床）2
9

東４病棟

50

閉鎖 
（男・女）

【急性期治療病棟】　急性期にある患者の受入
4 精神科急性期治療病棟入院料 

３ヵ月以内の在宅復帰率が６割以上必要 
ストレスケアを目的とする病棟

6
4
8

西１病棟

50

閉鎖 
（男）

【高度ケア病棟】　民間病院や他病棟では対応困難な患者及び重度かつ慢性の患
者の受入11

7
男性看護師だけが勤務する全国でも稀な職員構成4

6

西２病棟

50

閉鎖 
（男） 【高度ケア病棟】　東１・西１病棟からの転棟患者及び重度かつ慢性の患者の受入9

7
3
7

西３病棟

50

閉鎖 
（女） 【高度ケア病棟】　民間病院では対応困難な患者の受入、慢性期の患者の受入9

7
3
7

西４病棟

50

開放 
（男・女）【総合治療病棟】　慢性期で解放処遇が適切である患者の受入

4
6
4
8

みどりの
森棟

たんぽぽ ひまわり

閉鎖 
（男・女）

【児童・思春期病棟】　児童及び思春期の患者の受入25 25
14 10
4 6
0 0 児童・思春期精神科入院医療管理料 

児童部分（たんぽぽ）は、児童福祉法に定める医療型障害児入所施設でもある（重症対応） 
3

 
3

さくら 
病棟

33

閉鎖 
（男・女）

【医療観察病棟】　医療観察法による指定入院患者の受入
1
32

医療観察入院対象者入院医学管理料0
0

病棟数 
10

473 開放 
１ 
 
閉鎖 
９

 72 
（うち重症対応 3）

109
34
56



 5

７．大阪精神医療センター　届出医療一覧
 平成 31 年 3 月 31 日現在

名　　　　　称 算定開始年月日

基
　
本
　
診
　
療
　
料 

精神病棟入院基本料３（15：1） H25. 4. 1
診療録管理体制加算 1 H26. 8. 1
医師事務作業補助体制加算 1 H28. 1. 1
看護配置加算 H25. 4. 1
看護補助加算 1（30：1） H25. 4. 1
療養環境加算 H25. 4. 1
精神科応急入院施設管理加算 H25. 4. 1
精神病棟入院時医学管理加算 H25. 4. 1
精神科地域移行実施加算 H30. 4. 1
精神科身体合併症管理加算 H25. 4. 1
重度アルコール依存症入院医療管理加算 H25. 4. 1
医療安全対策加算１ H30. 4. 1
感染防止対策加算２ H28. 6. 1
患者サポート体制充実加算 H25. 4. 1
精神科救急搬送患者地域連携紹介加算 H25. 4. 1
後発医薬品使用体制加算 3 H31. 1. 1
精神科急性期医師配置加算 H27. 4. 1
精神科救急入院料 1 H25. 4. 1
精神科急性期治療病棟入院料１ H27. 3. 1
児童・思春期精神科入院医療管理料 H25. 4. 1
入院時食事療養（Ⅰ） H25. 4. 1

特
　
掲
　
診
　
療
　
料

ニコチン依存症管理料 H25. 4. 1
薬剤管理指導料 H25. 4. 1
検体検査管理加算（Ⅰ） H25. 4. 1

遠隔画像診断 H26.10. 1

CT 撮影及びMRI 撮影（16 列マルチスライスCT） H25. 4. 1

無菌製剤処理料 H25. 7. 1

児童思春期精神科専門管理加算 H28. 4. 1

精神科作業療法 H25. 4. 1

依存症集団療法 H28. 4. 1

精神科ショート・ケア「大規模なもの」 H25. 4. 1

精神科デイ・ケア「大規模なもの」 H25. 4. 1

治療抵抗性統合失調症治療指導管理料 H25. 4. 1

医療保護入院等診療料 H25. 4. 1

精神科在宅患者支援管理料１（ハ） H30. 7. 1

クラウン・ブリッジ維持管理料 H25. 4. 1
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Ⅰ　患者の動向（統計）
1　患者動向の概要
　病院全体の延べ患者数をみると、平成 29 年度に比べ、入院患者数、外来患者数ともに増加
している（表 1）。これを精神科と児童思春期科に分けて動態をみると、精神科は延べ 137,169
人の入院患者があり、病床利用率は88.8%であった。外来患者については延べ59,510人となり、
平均通院日数は、43.0 日であった（表 2）。
　児童思春期科については、延べ 12,674 人の入院患児があり、病床利用率は 69.4% であった。
また、外来患者については延べ 11,810 人となり、平均通院日数は、22.5 日であった（表 3）。

（表1）　総　括

診療業務総括表　（精神科 ･児童思春期科）
略 号 等 平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

入
　
　
　
　
　
　
院

1 日 当 り
平 均 病 床 数 A 473床 473床 473床 473床

延 入 院 患 者 数 B 149,843人 144,651人 146,917人 148,634人

延 在 院 患 者 数 C（B－ F） 148,729人 143,702人 146,017人 147,723人

稼 働 日 数 D 365日 365日 365日 366日

1 日 平 均
入 院 患 者 数

Ｂ 
Ｄ 410.5人 396.3人 402.5人 406.1人

入 院 患 者 数 Ｅ 1,111人 955人 890人 910人

退 院 患 者 数 F 1,114人 949人 900人 911人

病 床 利 用 率 Ｇ 86.8% 83.8% 85.1% 85.9%

平 均 在 院 日 数 Ｈ 133.7日 150.9日 163.1日 162.2日

病 床 回 転 率 I 2.4回 2.0回 1.9回 1.9回

診 療 単 価 　 22,037円 22,094円 21,931円

外
　
　
　
来

新規外来患者数 Ｊ 1,908人 1,852人 1,723人 1,869人

延 患 者 数 Ｋ 71,320人 69,427人 68,030人 66,006人

診 療 日 数 Ｌ 244日 244日 243日 243日

平 均 通 院 日 数 Ｋ 
Ｊ 37.4日 37.5日 39.5日 35.3日

1 日 平 均
外 来 患 者 数

Ｋ 
Ｌ 292.3人 284.5人 280.0人 271.6人

診 療 単 価 　 7,597円 7,785円 7,647円

入院外来患者比率 Ｋ　　
B× 100 47.6% 48.0% 46.3% 44.4%

＊１　延入院患者数：毎日 24 時現在入院中患者の総和（延在院患者数）＋退院患者数
＊２　延在院患者数：毎日 24 時現在入院中患者の総和
＊３　本統計は外来患者数に歯科の患者数を含まない
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（表2）　精神科

略 号 等 平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

入
　
　
　
　
　
　
院

1 日 当 り
平 均 病 床 数 A 423床 423床 423床 423床

延 入 院 患 者 数 B 137,169人 131,034人 133,438人 135,588人

延 在 院 患 者 数 C（B－ F） 136,194人 130,208人 132,679人 134,825人

稼 働 日 数 D 365日 365日 365日 366日

1 日 平 均
入 院 患 者 数

Ｂ 
Ｄ 375.8人 359.0人 365.6人 370.5人

入 院 患 者 数 Ｅ 982人 834人 754人 758人

退 院 患 者 数 F 975人 826人 759人 763人

病 床 利 用 率 Ｇ 88.8% 84.9% 86.4% 87.6%

平 均 在 院 日 数 Ｈ 139.2日 156.9日 175.4日 177.3日

病 床 回 転 率 I 2.3回 2.0回 1.8回 1.8回

外
　
　
　
来

新規外来患者数 Ｊ 1,384人 1,286人 1,133人 1,236人

延 患 者 数 Ｋ 59,510人 57,464人 56,106人 53,685人

診 療 日 数 Ｌ 244日 244日 243日 243日

平 均 通 院 日 数 Ｋ 
Ｊ 43.0日 44.7日 49.5日 43.4日

1 日 平 均
外 来 患 者 数

Ｋ 
Ｌ 243.9人 235.5人 230.9人 220.9人

入 院 外 来 患 者 比 率 Ｋ 
B× 100 43.4% 43.0% 42.0% 39.6%

　※医療観察法病棟分含む（入院）

　※歯科外来分除く（外来）
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（表3）　児童思春期科

略 号 等 平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

入
　
　
　
　
　
　
院

1 日 当 り
平 均 病 床 数 A 50床 50床 50床 50床

延 入 院 患 者 数 B 12,674人 13,617人 13,479人 13,046人

延 在 院 患 者 数 C（B－ F） 12,535人 13,494人 13,338人 12,898人

稼 働 日 数 D 365日 365日 365日 366日

1 日 平 均
入 院 患 者 数

Ｂ 
Ｄ 34.7人 37.3人 36.9人 35.6人

入 院 患 者 数 Ｅ 129人 121人 136人 152人

退 院 患 者 数 F 139人 123人 141人 148人

病 床 利 用 率 Ｇ 69.4% 74.6% 73.9% 71.3%

平 均 在 院 日 数 Ｈ 93.5日 110.6日 96.3日 86.0日

病 床 回 転 率 I 2.7回 2.5回 2.8回 3.0回

外
　
　
　
来

新規外来患者数 Ｊ 524人 566人 590人 633人

延 患 者 数 Ｋ 11,810人 11,963人 11,924人 12,321人

診 療 日 数 Ｌ 244日 244日 243日 243日

平 均 通 院 日 数 Ｋ 
Ｊ 22.5日 21.1日 20.2日 19.5日

1 日 平 均
外 来 患 者 数

Ｋ 
Ｌ 48.4人 49.0人 49.1人 50.7人

入 院 外 来 患 者 比 率 Ｋ 
B× 100 93.2% 87.9% 88.5% 94.4%

（注）　１　A（一日当り平均病床数）は、実稼動病床数である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       B（延入院患者数）    　　　　２　Ｇ（ 病床利用率）算出式・・・・・                                     × 100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 病床数× 365（366）日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    　  C（延在院患者数）  　　　　　  　　　　３　Ｈ（平均在院日数）算出式・・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 × 100                                                          　    （E（入院患者数）＋F（退院患者数））÷ 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   G（病床利用率）× 365（366）日 　　　　４　I（病床回転率）算出式・・・・                                                   × 100　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　          H（平均在院日数）

　　　　５　J（新規外来患者数）・・・・初診料を算定した患者数
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２　入院患者の動向
⑴　精神科－成人病棟
ア　月別入退院患者数

　成人病棟の入退院の動向を月別にみると、入院患者は 8月が 113 人で最も多く、退院
患者数も 8月が 102 人で最も多かった。
　また、1日平均患者数は 345.5 人で、前年度と比較すると 16.8 人多くなっている。
　これを延べ患者数でみると前年度より 6,114 人増加している。
　次に、新規入院患者数をみると 973 人で前年度より 148 人増加し、退院患者は 967 人
で 152 人増加している（表 4）。

（表4）　精神科‒成人病棟

月別入退院及び在院患者数（成人棟）

入　院 退　院 月末
在院者数 延患者数 1日平均

患者数
1日平均
在院日数 病床利用率

平成 30 年 4 月
（人） （人） （人） （人） （人） （日） （％）
72 65 330 9,904 330.1 143.6 84.6 

 5 月 75 81 324 10,427 336.4 132.6 86.2 

 6 月 89 81 333 10,131 337.7 118.2 86.6 

 7 月 81 75 339 10,580 341.3 134.7 87.5 

 8 月 113 102 349 10,892 351.4 100.4 90.1 

 9 月 70 71 348 10,617 353.9 149.6 90.7 

 10 月 80 85 343 10,701 345.2 128.7 88.5 

 11 月 92 75 358 10,827 360.9 128.8 92.5 

 12 月 56 77 337 10,851 350.0 162.0 89.8 

平成 31 年 1 月 96 85 346 10,859 350.3 0.0 89.8 

 2 月 70 78 339 9,699 346.4 130.0 88.8 

 3 月 79 92 326 10,618 342.5 123.1 87.8 

30 年度計 973 967 326 126,106 345.5 129.0 88.6 

参   

考

29 年度 825 815 323 119,992 328.7 145.3 84.3

28 年度 743 751 315 122,248 334.9 334.9 85.9 

27 年度 746 748 326 124,251 339.5 339.5 87.0 

平
成
30
年
度
（
再
掲
）

東 1病棟 （40床） 381 282 33 12,990 35.6 38.3 89.0 
精神科救急入院料
東 2病棟 （50床） 46 74 43 16,852 46.2 279.6 92.3 
精神病棟入院基本料（15：1）
東 3 病棟 （50床） 41 58 41 14,905 40.8 299.9 81.7 
精神病棟入院基本料（15：1）
東 4 病棟 （50床） 326 316 31 14,389 39.4 43.8 78.8 
精神科急性期治療病棟入院料 1
西 1 病棟 （50床） 29 40 45 17,220 47.2 498.0 94.4 
精神病棟入院基本料（15：1）
西 2 病棟 （50床） 24 35 44 16,939 46.4 573.0 92.8 
精神病棟入院基本料（15：1）
西 3 病棟 （50床） 55 66 46 16,826 46.1 277.0 92.2 
精神病棟入院基本料（15：1）
西 4 病棟 （50床） 71 96 43 15,985 43.8 190.3 87.6 
精神病棟入院基本料（15：1）
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イ　在院患者の病類別状況

　平成30年度在院患者の状況は総数で1,293人、これを男女別にみると男性患者が636人、
女性患者は 657 人となっている（表 5-1）。
　年齢別でみてみると、40 ～ 59  歳の年齢層の患者が最も多く、545 人（42.2%）となり、
次いで 20 ～ 39 歳が 390 人（30.2%）となっている。
　病類別でみると、男女ともに統合失調症の患者の割合が最も高く、在院患者の半数を
占めている。
　また、中毒精神障害の患者が男性患者に多くなっていることが特徴的である。

（表５－１）

在院患者（年度末在院患者と年度内退院患者の合計）全体の病類別状況
総          数 男 女

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

F0 症状性を含む器質性精神障害 69 0 1 9 59 44 0 1 7 36 25 0 0 2 23

F1

アルコール使用による
精神及び行動の障害 49 0 5 27 17 42 0 5 21 16 7 0 0 6 1

覚せい剤使用による精
神及び行動の障害 58 0 15 42 1 38 0 12 25 1 20 0 3 17 0

その他の精神作用物質
使用による精神及び行
動の障害

39 1 23 13 2 24 0 14 10 0 15 1 9 3 2

F2
統合失調症、統合失調
症型障害及び妄想性障
害

676 5 177 331 163 335 2 98 153 82 341 3 79 178 81

F3 気分（感情）障害 168 1 49 55 63 54 0 16 17 21 114 1 33 38 42

F4
神経症障害、ストレス
関連障害及び身体表現
性障害

93 2 41 35 15 32 0 11 19 2 61 2 30 16 13

F5
生理的障害及び身体的
要因に関連した行動症
候群

6 0 4 0 2 2 0 0 0 2 4 0 4 0 0

F6 成人のパーソナリティ及び行動の障害 21 0 9 10 2 4 0 2 2 0 17 0 7 8 2

F7 精神遅滞（知的障害） 35 5 20 10 0 15 4 6 5 0 20 1 14 5 0

F8 心理的発達の障害 56 13 38 5 0 32 8 21 3 0 24 5 17 2 0

F9

小児期及び青年期に通
常発症する行動及び情
緒の障害及び特定不能
の精神障害

18 2 8 4 4 9 2 5 2 0 9 0 3 2 4

その他（てんかんを含む） 5 0 0 4 1 5 0 0 4 1 0 0 0 0 0

合　　計 1,293 29 390 545 329 636 16 191 268 161 657 13 199 277 168

構成比（%） 100 2.2 30.2 42.2 25.4 100 2.5 30.0 42.1 25.3 100 2.0 30.3 42.2 25.6

在院患者＝「年度末在院患者」＋「年度内退院患者」
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（表５－２）

年度末在院患者の病類別状況
平成 30 年度末在院患者

総          数 男 女

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

F0 症状性を含む器質性精神障害 16 0 1 6 9 11 0 1 5 5 5 0 0 1 4

F1

アルコール使用による
精神及び行動の障害
（F10）

5 0 1 3 1 4 0 1 2 1 1 0 0 1 0

覚せい剤使用による
精神及び行動の障害
（F15）

4 0 0 4 0 3 0 0 3 0 1 0 0 1 0

その他の精神作用物質
使用による精神及び行
動の障害

5 0 1 4 0 5 0 1 4 0 0 0 0 0 0

F2
統合失調症、統合失調
症型障害及び妄想性障
害

238 2 44 119 73 131 1 27 67 36 107 1 17 52 37

F3 気分（感情）障害 23 1 5 7 10 7 0 1 2 4 16 1 4 5 6

F4
神経症障害、ストレス
関連障害及び身体表現
性障害

10 1 2 4 3 2 0 1 1 0 8 1 1 3 3

F5
生理的障害及び身体的
要因に関連した行動症
候群

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

F6 成人のパーソナリティ及び行動の障害 3 0 0 3 0 2 0 0 2 0 1 0 0 1 0

F7 精神遅滞（知的障害） 6 0 4 2 0 4 0 2 2 0 2 0 2 0 0

F8 心理的発達の障害 10 2 8 0 0 7 1 6 0 0 3 1 2 0 0

F9

小児期及び青年期に通
常発症する行動及び情
緒の障害及び特定不能
の精神障害

6 0 0 3 3 2 0 0 2 0 4 0 0 1 3

その他（てんかんを含む） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 326 6 66 155 99 178 2 40 90 46 148 4 26 65 53

構成比（%） 100 1.8 20.2 47.5 30.4 100 1.1 22.5 50.6 25.8 100 2.7 17.6 43.9 35.8
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（表５－３）

年度内退院患者の病類別状況
平成 30 年度退院患者

総          数 男 女

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

総
　
　

数

20
歳
未
満

20
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

F0 症状性を含む器質性精神障害 53 0 0 3 50 33 0 0 2 31 20 0 0 1 19

F1

アルコール使用による
精神及び行動の障害
（F10）

44 0 4 24 16 38 0 4 19 15 6 0 0 5 1

覚せい剤使用による
精神及び行動の障害
（F15）

54 0 15 38 1 35 0 12 22 1 19 0 3 16 0

その他の精神作用物質
使用による精神及び行
動の障害

34 1 22 9 2 19 0 13 6 0 15 1 9 3 2

F2
統合失調症、統合失調
症型障害及び妄想性障
害

438 3 133 212 90 204 1 71 86 46 234 2 62 126 44

F3 気分（感情）障害 145 0 44 48 53 47 0 15 15 17 98 0 29 33 36

F4 神経症性障害等 83 1 39 31 12 30 0 10 18 2 53 1 29 13 10

F5
生理的障害及び身体的
要因に関連した行動症
候群

6 0 4 0 2 2 0 0 0 2 4 0 4 0 0

F6 成人のパーソナリティ及び行動の障害 18 0 9 7 2 2 0 2 0 0 16 0 7 7 2

F7 精神遅滞（知的障害） 29 5 16 8 0 11 4 4 3 0 18 1 12 5 0

F8 心理的発達の障害 46 11 30 5 0 25 7 15 3 0 21 4 15 2 0

F9

小児期及び青年期に通
常発症する行動及び情
緒の障害及び特定不能
の精神障害

12 2 8 1 1 7 2 5 0 0 5 0 3 1 1

その他（てんかんを含む） 5 0 0 4 1 5 0 0 4 1 0 0 0 0 0

合　　計 967 23 324 390 230 458 14 151 178 115 509 9 173 212 115

構成比（%） 100 2.4 33.5 40.3 23.8 100 3.1 33.0 38.9 25.1 100 1.8 34.0 41.7 22.6
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在 院 患 者 の 病 類 別 割 合

（図１）

F0 
6.9% 

F1 
16.4% 

F2 
52.7% 

F3 
8.5% 

F4 
5.0% 

F5 
0.3% 

F6 
0.6% 

F7 
2.4% 

F8 
5.0% 

F9 
1.4% 

 
0.8% 

F0 
3.8% F1 

6.4% 

F2

 51.9%

 

F3 
17.4% 

F4 
9.3% 

F5 
0.6% 

F6 
2.6% 

F7 
3.0% 

F8 
3.7% 

F9 
1.4% 

 
0.0% 

F0：症状性を含む器質性精神障害
F1：精神作用物質使用による精神および行動の障害
F2：統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害
F3：気分（感情）障害
F4：神経症性、ストレス関連障害および身体表現性障害
F5：生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

F6：成人のパーソナリティーおよび行動の障害
F7：精神遅滞（知的障害）
F8：心理的発達の障害
F9： 小児期および青年期に通常発症する行動および情緒
の障害特定不能の精神障害

※在院患者＝「年度末在院患者」＋「年度内退院患者」

女性657名

男性 636名
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ウ　在院患者の地域別状況

　在院患者を居住ブロック別に分けてみると、当院の所在地である枚方市を含む北河内
ブロックが 878 人（67.9%）となっており、在院患者の過半数を占めている。なかでも、
枚方市在住の患者数は 493 人（38.1%）で、当院在院患者の 3人に１人は枚方市在住者と
なっている（図 2）。
　なお、他府県居住者は 50 人（3.9%）であった。

　　　（図2）

在院患者数（人） 40 94 878 （493） 49 10 16 5 42 48 40 14 50 7 1,293

構成比（％） 3.1 7.3 67.9 （38.1） 3.8 0.8 1.2 0.4 3.2 3.7 3.1 1.1 3.9 0.5 100.0

　また、新入院患者の居住地をブロック別に分けてみると、平成 30 年度中に入院した患者 973
人のうち、大阪府域の患者は 932 人で、全体の 95.8% であり、そのうち枚方市内在住の患者は
380 人で全体の 39.1% であった。
（図３）

新入院患者973名
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エ　在院患者の在院期間別状況
　平成 30年度末の在院患者の在院期間は、1ヶ月未満の患者が 507人（39.2%）と一番多く、
1ヶ月～ 3ヶ月未満の患者と併せ 911 人となっており、在院患者の 70.5% が３ヶ月以内
に退院している。
　一方、5年以上の在院患者は、131 人で、全体の 10.1% に留まっている。
　このように、当院の患者の在院状況は、３ヶ月以内に退院する患者が過半数を占めて
いる。

（表６）
期間

性別等

1ヵ月
未満

1ヵ月
〜
3ヶ月
未満

3ヶ月
〜
6ヶ月
未満

6ヶ月
〜
1年
未満

1年
〜
3年
未満

3年
〜
5年
未満

5年
〜
10 年
未満

10 年
〜
15 年
未満

15 年
〜
20 年
未満

20 年
〜
25 年
未満

25 年
以上 計年

度

平
成
30
年
度

男 （人） 242 173 48 29 36 17 43 19 12 5 12 636
構成比 （%） 38.1 27.2 7.5 4.6 5.7 2.7 6.8 3.0 1.9 0.8 1.9 100
女 （人） 265 231 66 15 23 17 17 8 4 2 9 657
構成比 （%） 40.3 35.2 10.0 2.3 3.5 2.6 2.6 1.2 0.6 0.3 1.4 100
計 （人） 507 404 114 44 59 34 60 27 16 7 21 1,293
構成比 （%） 39.2 31.2 8.8 3.4 4.6 2.6 4.6 2.1 1.2 0.5 1.6 100

在院患者＝「年度末在院患者」＋「年度内退院患者」
（表７）

年度別・在院期間別在籍患者数（年度末在院患者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

年度 平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度
1年未満 139 137 118

1 年以上 3年未満 37 39 44
3 年以上 5年未満 32 34 39
5 年以上 10 年未満 52 47 48
10 年以上 15 年未満 24 27 27
15 年以上 20 年未満 15 13 13
20 年以上 27 26 26
合計 326 323 315

（図４）
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オ　新規入院患者の入院形態別状況

　平成 30 年度入院患者 973 人を入院形態別で分けてみると、任意入院が 553 人（56.8%）、
次に医療保護入院が 336 人（34.5%）であった（表 8）。
　これを前年度の入院患者の状況と比べてみると、医療保護入院の割合は変わらず、任
意入院は 1.4 ％の減少、緊急措置入院は 0.3 ％の減少となっている。

（図５）

2.4%
4.6%

40.1%
51.5%

0.7%

0.1%

29

0.5%

（表８）

年度

入院形態
平成 30 年度 平成 29 年度

措 置 入 院 35 20

緊 急 措 置 入 院 38 38

医 療 保 護 入 院 336 331

任 意 入 院 553 425

応 急 入 院 5 6

鑑 定 入 院 6 4

そ の 他 0 1

合　　　　　計 973 825
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カ　入院患者の費用負担の状況

　成人病棟の入院患者について、診療費の負担状況をみると国民健康保険を適用してい
る人が全体の 62.8% と最も多く、生活保護等の公費負担医療適用患者の割合は 19.5% と
なっている。

（表9）　精神科－成人病棟

診療費用負担区分別入院患者数及び構成比
平成 30 年度末時点

　
　　　区分

年度

費　用　負　担　区　分　内　訳

公費負担医療 医療保険 医療
観察
鑑定

その他 計
措置 生活保護 計 社会保険 国民保険 後期高齢

平成 30 年
1 55 56 45 198 26 0 1 326

（0.3%） （16.9%） （17.2%） （13.8%）（60.7%） （8.0%） （0.0%） （0.3%） （100%）

平成 29 年
0 63 63 37 203 20 0 0 323

（0.0%） （19.5%） （19.5%） （11.5%）（62.8%） （6.2%） （0.0%） （0.0%） （100%）

平成 28 年
2 70 72 23 196 23 0 1 315

（0.6%） （22.2%） （22.9%） （7.3%） （62.2%） （7.3%） （0.0%） （0.3%） （100%）

平成 27 年
4 55 59 41 203 18 0 5 326

（1.2%） （16.9%） （18.1%） （12.6%）（62.3%） （5.5%） （0.0%） （1.5%） （100%）

　※１　医療観察鑑定：医療観察法による鑑定入院

キ　平均在院日数・病床利用率・病床回転率・退院率

　平均在院日数は、129.0 日で前年度の 145.3 日より 16 日減少している。また、病床利用
率は、88.6% で前年度の 84.3% より 4.3% 上回っている。
　次に、病床回転率は 2.5 回で、前年度の 2.1 回より 0.4 回上回っている。
　また、退院率は 74.6% で、前年度の 71.5% より 3.3% 上回っている。

（表10）

年次別平均在院日数、病床利用率、病床回転率、退院率
区分

年度
平均在院日数 病床利用率 病床回転率 退院率

平成 30 年度 129.0 日 88.6% 2.5 回 74.6%

平成 29 年度 145.3 日 84.3% 2.1 回 71.5%

平成 28 年度 162.6 日 85.9% 1.9 回 70.3%

平成 27 年度 165.3 日 87.0% 1.8 回 69.1%

　（注）退院率……退院患者数÷（前年度末在院数＋入院患者数）
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⑵　精神科－医療観察法病棟
　　月別入退院患者数

　今年度の病棟患者の推移をみると、入院患者が 9人、退院患者が 8人で、昨年度と比
べると退院患者が 3人増加した。月末在院者数、延患者数、1日平均患者数、病床利用
率は平成 27 年度からあまり変化はない。
　月末在院者数は 30 人、延患者数は 11,063 人、1日平均患者数は 30.3 人、病床利用率は
91.8% であった。

（表11）

月別入退院及び在院患者数（医療観察法病棟）

入　院 退　院 月末
在院者数 延患者数 1日平均

患者数
1日平均
在院日数 病床利用率

平成 30 年 4 月
（人） （人） （人） （人） （人） （日） （％）
1 0 30 882 29.4 1,764.0 89.1 

 5 月 1 1 30 929 30.0 928.0 90.8 

 6 月 1 0 31 927 30.9 1,854.0 93.6 

 7 月 1 2 30 943 30.4 627.3 92.2 

 8 月 2 1 31 951 30.7 633.3 93.0 

 9 月 0 0 31 930 31.0 - 93.9 

 10 月 0 1 30 947 30.5 1,892.0 92.6 

 11 月 1 1 30 885 29.5 884.0 89.4 

 12 月 0 0 30 930 30.0 - 90.9 

平成 31 年 1 月 1 0 31 944 30.5 1,888.0 92.3 

 2 月 0 1 30 860 30.7 1,718.0 93.1 

 3 月 1 1 30 935 30.2 934.0 91.4 

平成 30 年度計 9 8 30 11,063 30.3 1,300.6 91.8 

参   

考

29 年度 9 11 29 11,042 30.3 1,103.1 91.7

28 年度 11 8 31 11,190 30.7 1,177.1 92.9 

27 年度 12 15 28 11,337 31.0 838.7 93.9
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⑶　児童思春期科－みどりの森棟
　ア　月別入退院患者数

　児童思春期病棟（みどりの森棟）の入退院の動向を月別にみると、入院患児は 10 月が
15 人で最も多く、退院患者数は 3月が 28 人で最も多かった。
　また、1日平均患者数は年平均 34.6 人で前年度と比較すると 2.6 人少なくなっている。
　次に、年間入院患者数をみると 129 人で前年度より 8 人増加しており、退院患者は
139 人で前年度より 16 人増加している。

（表12）

月別入退院患者数（みどりの森棟）

入　院 退　院 月末
在院者数 延患者数 1日平均

患者数
1日平均
在院日数 病床利用率

平成 30 年 4 月
（人） （人） （人） （人） （人） （日） （％）
10 12 28 841 28.0 75.4 56.1 

 5 月 12 7 33 956 30.8 99.9 61.7 

 6 月 9 7 34 1,096 36.5 136.1 73.1 

 7 月 9 9 34 1,105 35.6 121.8 71.3 

 8 月 13 23 25 1,084 35.0 58.9 69.9 

 9 月 10 6 29 926 30.9 115.0 61.7 

 10 月 15 8 36 994 32.1 85.7 64.1 

 11 月 10 11 37 1,184 39.5 111.7 78.9 

 12 月 8 13 32 1,141 36.8 107.4 73.6 

平成 31 年 1 月 10 6 38 1,125 36.3 139.9 72.6 

 2 月 13 9 41 1,184 42.3 106.8 84.6 

 3 月 10 28 23 1,038 33.5 56.2 67.0 

30 年度計 129 139 23 12,674 34.7 93.5 69.4 

参   

考

29 年度 121 123 30 13,617 37.3 110.6 74.6 

28 年度 136 141 30 13,479 36.9 96.3 73.9 

27 年度 152 148 32 13,046 35.6 86.0 71.3 
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　イ　新規入院患者の病類別状況

　平成 30 年度新規入院患者の状況は、総数 129 人である。
　これを男女別に見ると、男子患者が 76 人で、女子患者が 53 人となっている。
　年齢別でみると、中学生の女子患者最も多く、32 名（24.8％）となっている。

（表13）　　　　　　　　　　　新規入院患者病名別人数

病　　　　　　　　　名 合
計 ％ 性別 計 就学前

小１
～
小３

小４
～
小６

中学生
中卒～　　
18 歳　　　
未満

18 歳
以上

F0　症状性を含む器質性精神障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F1　精神作用物質による精神及び行動の障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F2　統合失調症、統合失調型障害及び妄想性障害 9 7.0% 男 4 0 0 0 1 3 0
女 5 0 0 0 3 2 0

F3　気分（感情）障害 4 3.1% 男 1 0 0 0 1 0 0
女 3 0 0 0 1 2 0

F4　精神性障害

F40　恐怖症性不安障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F41　他の不安障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F42　強迫性障害 2 1.6% 男 2 0 0 0 0 2 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F43　重度ストレス反応適応
障害 15 11.6% 男 3 0 0 1 2 0 0

女 12 0 1 1 9 1 0

F44　解離性（転換性）障害 6 4.7% 男 1 0 0 1 0 0 0
女 5 0 0 1 3 1 0

F45　身体表現性障害 2 1.6% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 2 0 1 0 1 0 0

F48　他の神経性障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F5　生理的障害等
F50　摂食障害 1 0.8% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 1 0 0 0 1 0 0
F50　以外 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
F6　成人の人格及び行動障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
F7　精神遅滞 3 2.3% 男 2 0 0 0 2 0 0

女 1 0 0 0 1 0 0

F8　心理的発達の障害
F84　広汎性発達障害 60 39.4% 男 43 4 7 10 14 6 2

女 17 1 0 2 11 3 0
F84　以外 1 0.8% 男 1 0 0 1 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0

F9　  行動及び
　　情緒の障害

F90　多動性障害 9 7.0% 男 9 1 3 3 2 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F91　行為障害 5 3.9% 男 3 0 0 2 1 0 0
女 2 0 0 2 0 0 0

F92　行為及び情緒の混合性
障害 1 0.8% 男 1 0 0 0 1 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
F93　小児期に発症する情緒

障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F94　社会的機能の障害 7 5.4% 男 3 1 2 0 0 0 0
女 4 0 1 1 1 0 1

F95　チック障害 1 0.8% 男 1 0 0 1 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F98　他の行動及び情緒障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

F99　他に特定できない精神
障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
G40　てんかん 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
　　　その他 3 2.3% 男 2 0 0 0 2 0 0

女 1 0 0 0 1 0 0
合　　　　　計 129 100.0% 男 76 6 12 19 26 11 2

女 53 1 3 7 32 9 1
　注　⑴　統計の期間は（2018．４．１～ 2019．３．31） 
　　　⑵　20 歳以上は除外
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ウ　退院患者の在院期間別状況（表14）

　平成 30 年度の退院患者の男女別在院期間（図６）は、次の通りであった。
　入院した患者の 99.3％が１年以内に退院している。入院患者の平均在院日数は、93.5
日となっている。

（図６）
平成30年度の退院患者の男女別在院期間

（表14）

期間

性別等
1ヶ月
未満

1ヶ月～
3ヶ月未満

3 ヶ月～
6ヶ月未満

6 ヶ月～
1年未満

1年～
2年未満

2年～
3年未満 3年以上 計

男（人） 32 15 18 15 0 0 0 80

構成比（％） 39.9% 18.8% 22.5% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

女 （人） 15 19 15 9 1 0 0 59

構成比（％） 25.4% 32.2% 25.4% 15.3% 1.7% 0.0% 0.0% 100.0%

計 （人） 47 34 33 24 1 0 0 139

構成比（％） 33.9% 24.5% 23.7% 17.3% 0.7% 0.0% 0.0% 100.0%
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エ　年次別平均在院日数、病床利用率、病床回転率、退院率（表15）

　平成 30 年度の平均在院日数は、93.5 日となっている。
　また、病床利用率は、69.4％となっている。
　次に、病床回転率は、270.9％となっている。
　また、退院率は、87.4％となっている。

（表15）

年次別平均在院日数、病床利用率、病床回転率、退院率
区分

年度 平均在院日数 病床利用率 病床回転率 退院率

平成 30 年度
日 ％ ％ ％

93.5 69.4 270.9 87.4

平成 29 年度 110.6 74.6 246.2 81.5

平成 28 年度 96.3 73.9 280.1 83.9

平成 27 年度 86.0 71.3 303.4 86.0

　※１　退院率…退院患者数÷（前年度末在院数+入院患者数）
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3　外来患者の動向
⑴　精神科
ア　1日平均患者数

　精神科の 1日平均患者数を月別でみると、最高が 12 月の 258.9 人となり、最低が 6月
の 227.5 人で、当年度は 243.9 人であった。これは前年度の 235.5 人に比べて 8.4 人の増
となっている。
　児童思春期科の 1日平均外来患者数を月別でみると、最高が 12 月の 54.4 人であり、最
低が 6月の 43.5 人で、当年度は 48.4 人であった。これは前年度の 49.0 人に比べ 0.6 人の
減となっている。

（表16）

月別精神科、児童思春期科別1日平均外来患者数
区分

月別

精神科 児童思春期科 計

延患者数 1日平均 延患者数 1日平均 延患者数 1日平均

平成 30 年　4月 4,793 人 239.7 人 968 人 48.4 人 5,761 人 288.1 人

5 月 5,183 246.8 1,018 48.5 6,201 295.3 

6 月 4,778 227.5 913 43.5 5,691 271.0 

7 月 5,092 242.5 971 46.2 6,063 288.7 

8 月 5,300 230.4 1,092 47.5 6,392 277.9 

9 月 4,403 244.6 871 48.4 5,274 293.0 

10 月 5,473 248.8 1,051 47.8 6,524 296.6 

11 月 5,102 243.0 1,026 48.9 6,128 291.9 

12 月 4,920 258.9 1,033 54.4 5,953 313.3 

平成 31 年　1月 4,864 256.0 947 49.8 5,811 305.8 

2 月 4,658 245.2 949 49.9 5,607 295.1 

3 月 4,944 247.2 971 48.6 5,915 295.8 

30 年度計 59,510 243.9 11,810 48.4 71,320 292.3 

参
考

29 年度 57,464 235.5 11,963 49.0 69,427 284.5

28 年度 56,106 230.9 11,924 49.1 68,030 280.0 

27 年度 53,685 220.9 12,321 50.7 66,006 271.6
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イ　地域別受診者の状況

　平成 30 年度の新規外来患者 1,384 人の居住地をブロック別に分けてみると、大阪府域
の患者は 1,234 人で全体の 89.2% であり、そのうち枚方市内在住の患者は 555 人で全体の
40.1% であった。

　　　新規外来患者　1,384 名の内訳

（図７）
地 域 別 受 診 者 の 状 況
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ウ　休日・時間外の診療状況

　平成 30 年度の休日に外来で訪れた患者は 323 人で、そのうち 88 人が即日に入院して
いる。
　また、平日の時間外に外来で訪れた患者は 263 人で、そのうち 94 人が即日に入院して
いる。休日・時間外に訪れた 586 人のうち、初診の患者は 133 人であった。

（表17）

休日・時間外診療状況（休日・時間外別・初診・再診別）
（人）

区分

月

休日 平日時間外 計
備   考

初　診 再　診

外　来
患者数

即　日
入　院

外　来
患者数

即　日
入　院 外来患者数

即　日
入　院

外　来
患者数

即　日
入　院

外　来
患者数

即　日
入　院

H30 年 4 月 25 6 23 7 48 （20） 13 8 3 40 10

5 月 26 2 22 9 48 （20） 11 16 5 32 6

6 月 28 8 21 7 49 （20） 15 11 5 38 10

7 月 30 10 21 7 51 （23） 17 11 6 40 11

8 月 26 11 22 9 48 （22） 20 14 5 34 15

9 月 32 10 18 7 50 （21） 17 13 5 37 12

10 月 25 3 21 10 46 （20） 13 12 6 34 7

11 月 21 3 24 11 45 （16） 14 10 2 35 12

12 月 26 5 18 4 44 （16） 9 12 月 29 日～
1月 3日

（年末年始の間）
外来 12 人

内即日入院 4人

4 1 40 8

H31 年 1 月 33 17 30 14 63 （27） 31 19 12 44 19

2 月 20 6 18 2 38 （13） 8 6 3 32 5

3 月 31 7 25 7 56 （19） 14 9 3 47 11

平成 30年度計 323 88 263 94 586 （237） 182 133 56 453 126

月平均 26.9 7.3 21.9 7.8 48.8 （19.8） 15.2 11.1 4.7 37.8 10.5 

平成 29年度計 352 92 254 87 606 （254） 179 12 月 29 日～
1月 3日

（年末年始の間）
外来 12 人

内即日入院 4人

148 63 458 116

月平均 29.3 7.7 21.2 7.3 50.5 （21.2） 14.9 12.3 5.3 38.2 9.7 

平成 28年度計 290 47 233 62 523 （231） 109 12 月 29 日～
1月 3日

（年末年始の間）
外来 18 人
内即日入院 0人

141 52 382 57

月平均 24.2 3.9 19.4 5.2 43.6 （19.3） 9.1 11.8 4.3 31.8 4.8 

　※　（　）内の数字は、救急車・パトカーによるものを再掲
　※　即日入院患者数は外来患者数の内数
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休日・時間外診察及び救急診察／措置診察の状況
（表18）

休日時間外診察
年度

項目

平成
27
年度

平成
28
年度

平成
29
年度

平　成　30　年　度 合
計4

月
5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

休日・時間外患者総数 683 523 606 48 48 49 51 48 50 46 45 44 63 38 56 586

緊措診察患者数 48 52 56 2 6 5 8 3 8 5 2 1 10 4 4 58

東 1 緊急措置入院 37 33 38 1 2 3 5 1 5 4 　 1 7 3 4 36

東 1 医療保護入院 　 3 5 　 　 　 　 1 1 　 1 　 1 　 　 4

東 1応急入院 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

東 1任意入院 　 　 2 1 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 2

他病棟緊急措置入院 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

他病棟医療保護入院 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外来診察のみ（要通院等） 11 16 11 　 4 1 2 1 2 1 1 　 2 1 　 15

一般時間外患者数 635 471 550 46 42 44 43 45 42 41 43 43 53 34 52 528

東１医療保護入院 55 27 55 6 5 3 4 6 4 6 10 3 7 2 2 58

東 1 応急入院 　 1 5 　 　 1 　 　 1 　 　 　 　 　 　 2

東 1任意入院 17 19 32 2 3 4 5 4 4 2 1 3 6 　 3 37

他病棟　任意入院 25 6 17 2 　 3 　 4 2 1 2 1 3 2 　 20

他病棟医療保護入院 22 20 25 1 1 　 2 4 　 　 　 1 7 1 5 22

外来診察のみ 516 398 416 35 33 33 32 27 31 32 30 35 30 29 42 389

（表19）

救急隊及びパトカーによる搬送患者数（措置・緊急措置のパトカーによる搬送は除く）

年度
項目

平成
27
年度

平成
28
年度

平成
29
年度

平　成　30　年　度 合
計4

月
5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

休
日
・
時
間
外

患　者　数 252 188 198 18 14 14 16 19 13 15 14 15 17 9 15 179

即日入院 60 40 69 5 4 5 4 6 6 4 8 2 8 1 6 59

外来診察のみ 192 148 129 13 10 9 12 13 7 11 6 13 9 8 9 120

時
間
内

患　者　数 117 149 165 22 16 10 24 11 14 22 13 10 11 15 11 179

即日入院 39 52 39 6 5 2 7 4 4 3 6 1 4 8 2 52

外来診察のみ 78 97 126 16 11 8 17 7 10 19 7 9 7 7 9 127

計

患　者　数 369 337 363 40 30 24 40 30 27 37 27 25 28 24 26 358

即日入院 99 92 108 11 9 7 11 10 10 7 14 3 12 9 8 111

外来診察のみ 270 245 255 29 21 17 29 20 17 30 13 22 16 15 18 247
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（表20）

措置診察　実施件数

年度
項目

平成
27
年度

平成
28
年度

平成
29
年度

平　成　30　年　度 合
計4

月
5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

措
置
診
察

診　察　数 35 24 33 5 4 6 　 6 2 6 3 6 2 3 1 44

該当：当 C入院 21 15 20 4 3 4 　 3 2 5 3 6 1 1 1 33

非該当：当C他形態入院 　 2 2 　 　 　 　 1 　 　 　 　 1 　 　 2

非該当：要通院等 9 3 3 1 1 2 　 2 　 1 　 　 　 1 　 8

その他（他病院受入等） 5 4 8 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 　 1

エ　自立支援医療（精神通院）制度の適用状況

　精神保健法では、平成 7年 7 月の一部法改正に伴い「精神保健及び精神障害者福祉に
関する法律」に改められた。公費負担割合についても、「医療に要する費用の 95%を公
費負担することとするが、医療保険制度により給付される部分については、公費で負担
することを要しない」と改正された（法第 32 条）。この内容を通称「精神通院公費」と
いう。
　精神通院公費は、平成 18 年 4 月 1 日から障害者自立支援法第 58 条に定められた自立
支援医療費に移行した。主な変更点として、利用者の自己負担割合が 5％から 10％に引
き上げられた。また新たな受給条件として精神障がい者の所得額が加えられ、市町村民
税（所得割）23 万 5 千円以上を納税している一定所得以上の世帯は原則対象者から除外
されたが、低所得者には負担上限額が設定された。この制度を「自立支援医療（精神通院）
制度」という。
　当センターで、この制度を利用している延患者数は 49,041 人で、全体の延べ患者数の
68.8% を占め、前年度より 567 人増加している。

（表21）

外来自立支援医療適用状況（全体）

延べ人数 自立支援医療適用人数
（内数） 比率

平成 30 年度 71,320 49,041 68.8 

平成 29 年度 69,427 48,474 69.8 

平成 28 年度 68,030 47,315 69.6 

平成 27 年度 66,006 45,499 68.9 
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⑵　児童思春期科
ア　外来患者状況

　児童思春期科の年間外来延患者数は 11,810 人となっている。
　そのうち、初診は 524 人、再診は 11,286 人となっている。
　1日平均診療患者数は 48.4 人である。

（表22）

児童思春期科外来月別統計
区分

月別

児童思春期科
（内訳）

児童期 思春期

延患者数 1日平均
患者数 延患者数 1日平均

患者数 延患者数 1日平均
患者数

平成 30 年　4月 968 48.4 329 16.5 639 32.0

5 月 1,018 48.5 398 19.0 620 29.5

6 月 913 43.5 359 17.1 554 26.4

7 月 971 46.2 352 16.8 619 29.5

8 月 1,092 47.5 420 18.3 672 29.2

9 月 871 48.4 351 19.5 520 28.9

10 月 1,051 47.8 413 18.8 638 29.0

11 月 1,026 48.9 415 19.8 611 29.1

12 月 1,033 54.4 375 19.7 658 34.6

平成 31 年　1月 947 49.8 363 19.1 584 30.7

2 月 949 49.9 394 20.7 555 29.2

3 月 971 48.6 381 19.1 590 29.5

30 年度計 11,810 48.4 4,550 18.6 7,260 29.8

参
考

29 年度 11,963 49.0 4,172 17.1 7,791 31.9

28 年度 11,924 49.1 4,087 16.8 7,837 32.3

27 年度 12,321 50.5 4,186 17.2 8,135 33.3
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イ　地域別受診者の状況

　平成 30 年度に新規入院した患者 129 人のうち、124 人が大阪府域の患者であった。そ
のうち北河内ブロック在住の患者は 38 人で、府域の 21.7％である。
　また、新規外来患者 524 人のうち、大阪府域の患者は 515 人で全体の 98.2％である。
そのうち枚方市在住の患者は 201 人で、大阪府域の 39％であった。

（表23）

地域別受診者の状況
新　規　入　院　患　者 新　規　外　来　患　者

地　域　名 人　　数 地　域　名 人　　数

大

阪

府

枚 方 市 20

大

阪

府

枚 方 市 201
池 田 市 1 池 田 市 2
箕 面 市 3 箕 面 市 8
豊 能 町 0 豊 能 町 0
能 勢 町 0 能 勢 町 0
豊 中 市 5 豊 中 市 9
吹 田 市 6 吹 田 市 7
摂 津 市 4 摂 津 市 5
茨 木 市 2 茨 木 市 5
高 槻 市 7 高 槻 市 32
島 本 町 4 島 本 町 3
寝 屋 川 市 9 寝 屋 川 市 40
守 口 市 1 守 口 市 18
門 真 市 3 門 真 市 15
大 東 市 2 大 東 市 23
四 条 畷 市 0 四 条 畷 市 13
交 野 市 3 交 野 市 54
東 大 阪 市 12 東 大 阪 市 12
八 尾 市 1 八 尾 市 3
柏 原 市 4 柏 原 市 0
松 原 市 0 松 原 市 1
羽 曳 野 市 1 羽 曳 野 市 2
藤 井 寺 市 1 藤 井 寺 市 4
大 阪 狭 山 市 0 大 阪 狭 山 市 0
富 田 林 市 8 富 田 林 市 4
河 内 長 野 市 0 河 内 長 野 市 0
河 南 町 0 河 南 町 0
太 子 町 0 太 子 町 0
千 早 赤 阪 村 0 千 早 赤 阪 村 0
和 泉 市 1 和 泉 市 1
泉 大 津 市 0 泉 大 津 市 1
高 石 市 0 高 石 市 2
忠 岡 町 0 忠 岡 町 0
岸 和 田 市 2 岸 和 田 市 5
貝 塚 市 1 貝 塚 市 0
泉 佐 野 市 0 泉 佐 野 市 1
熊 取 町 0 熊 取 町 0
田 尻 町 0 田 尻 町 0
泉 南 市 2 泉 南 市 0
阪 南 市 0 阪 南 市 0
岬 町 4 岬 町 0
大 阪 市 11 大 阪 市 39
堺 市 6 堺 市 5
他 府 県 5 他 府 県 9

合　　　　　　計 129 合　　　　　　計 524
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ウ　患者の病名別状況

　平成 30 年度外来初診患者の病名別状況は、表 24 のとおりである。　
　自閉症を含む広汎性発達障害児の受診が大きな割合を占めている。

（表24）

外来初診患者病名別人数
病　　　　名 合計 ％ 性

別 計 就学
前

小１～
小３

小４～
小６ 中学生 中卒～

18歳未満
18 歳
以上

Ｆ０　症状性を含む器質性精神障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ１　  精神作用物質による精神及び行動の
障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
Ｆ２　  統合失調症、統合失調型障害及び妄

想性障害 11 2.1% 男 5 0 0 1 2 2 0
女 6 0 0 0 4 2 0

Ｆ３　気分（感情）障害 10 1.9% 男 2 0 0 0 1 1 0
女 8 0 0 0 5 3 0

Ｆ４　精神性障害

F40　恐怖症性不安障害 1 0.2% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 1 0 0 1 0 0 0

F41　他の不安障害 7 1.3% 男 3 0 0 0 2 1 0
女 4 0 0 1 3 0 0

F42　強迫性障害 5 1.0% 男 3 1 1 1 0 0 0
女 2 0 0 1 0 1 0

F43　  重度ストレス反応
適応障害 51 9.7% 男 23 0 1 6 11 5 0

女 28 0 3 5 14 6 0
F44　  解離性（転換性）

障害 9 1.7% 男 2 0 0 0 0 2 0
女 7 0 1 1 3 2 0

F45　身体表現性障害 7 1.3% 男 4 0 1 1 2 0 0
女 3 0 0 0 2 1 0

F48　他の神経性障害 2 0.4% 男 2 1 1 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ５　  生理的
　　　障害等

F50　摂食障害 3 0.6% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 3 0 0 0 1 2 0

F50　以外 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ６　成人の人格及び行動障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

Ｆ７　精神遅滞 27 5.2% 男 14 6 2 2 4 0 0
女 13 7 2 1 2 1 0

Ｆ８　  心理的発達
　　　の障害

F84　広汎性発達障害 276 54.7% 男 192 92 34 32 23 10 1
女 84 37 16 14 15 1 1

F84　以外 30 5.7% 男 22 11 4 4 2 1 0
女 8 3 3 1 1 0 0

Ｆ９　  行動及び
　　　情緒の障害

F90　多動性障害 31 5.9% 男 26 10 9 3 2 2 0
女 5 2 1 0 1 1 0

F91　行為障害 7 1.3% 男 6 0 0 3 2 1 0
女 1 0 0 0 1 0 0

F92　  行為及び情緒の混
合性障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0
F93　  小児期に発症する

情緒障害 7 1.3% 男 2 1 0 1 0 0 0
女 5 1 3 1 0 0 0

F94　社会的機能の障害 12 2.3% 男 4 1 0 2 1 0 0
女 8 0 2 1 2 2 1

F95　チック障害 3 0.6% 男 2 0 1 1 0 0 0
女 1 0 1 0 0 0 0

F98　  他の行動及び情緒
障害 4 0.8% 男 0 0 0 0 0 0 0

女 4 2 0 1 1 0 0
F99　  他に特定できない

精神障害 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

Ｇ 40　てんかん 0 0.0% 男 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0

　　　その他 21 4.0% 男 14 7 4 1 2 0 0
女 7 3 2 1 1 0 0

合　　　　　計 524 100.0% 男 326 130 58 58 54 25 1
女 198 55 34 29 56 22 2

　注（1）　統計の期間は（2018.4.1 ～ 2019.3.31）
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４　申請等に基づく指定医の措置診察、緊急措置診察の状況
　精神保健福祉法では、「精神障がい者又はその疑いのある者について法令に基づき知事に申
請あるいは通報、又は届出のあった者について、知事が必要と認めるときは、その指定する
精神保険指定医をして診察させなければならない。」とされている。
　当センターでは 20 名の医師が精神保健指定医になっており（H31.3 末時点）、この指定医が
平成 30 年度に行った措置診察は 44 件で、診察の結果、措置該当として当センターに措置入
院した者は 33 人であった。
　なお、当院以外の精神保健指定医による措置診察後の当院への入院および措置入院の転院
は 2人であった。
　また、緊急措置診察について、当該診察は 57 件で、診察の結果、当センターに緊急措置入
院した者は 38 人であり、緊急措置非該当であるものの、要入院として当センターに入院した
者は 4人であった。

（表25）
平成 30 年度 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

措　　置
件 件 件 件

診 察 44 33 24 36
措 置 入 院 35 19 15 21

緊急措置
診 察 57 56 51 47
緊急措置入院 38 38 32 37
非 該 当入院 4 7 4 0

（図８）　措置診察件数

※ 措置入院数には、当センターの指定医が措置診察していない、入院受入のみの患者数を含む
※ 緊急措置入院の本鑑定措置診察は含まない
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（図９）　緊急措置診察件数

※ このグラフは精神保健福祉法第 29 条の 2によるもののみを表示する


